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 様式― 1

 

行為の種類 
添  付  図  書 

種 類 縮 尺 明  示  事  項 

建築物の建築

等 

又は 

工作物の建設

等 

位置図 1/2,500以上 ・方位、道路、目標となる地物及び行為の位置 

配置図 1/100 以上 

・方位、敷地境界線、地形及び標高 

・届出に係る建築物又は工作物及び他の建築物又は工作

物の位置 

・敷地に接する道路の位置及び幅員 

・付近の土地利用及び建築物等の現況 

・緑化等の位置、樹種及び面積(既存樹木等と新たに植栽

する樹木等を区分すること。) 

・附属設備、外構、附属建築物の位置、規模及び色彩 

・現況写真の撮影の位置及び方向 

各階平面図 1/100 以上 

・方位及び寸法 

・開口部の位置 

・各階の用途 

※建築物の外観の変更に係る届出及び工作物の擁壁、の

り面、護岸、堤防等の届出の場合にあっては、不要と

する。 

各立面図 1/50 以上 

・寸法、開口部、附属設備、外構、附属建築物の位置及

び形状 

・外壁及び屋根の材料並びに色彩 

 アクセントカラーを用いる場合は、各面のアクセント

カラーの比率を明記すること 

・広告塔又は広告板の位置、形状及び色彩 

・着色した完成予想図に明示事項を記入したものも可 

現況写真  ・行為の場所及び付近の現況カラー写真(2方向以上) 

ﾁｪｯｸｼｰﾄ  ・景観に配慮工夫した点を記入 

土石の採取 

又は鉱物の掘

採 

位置図 1/2,500以上 ・方位、道路、目標となる地物及び行為の位置 

現況図 1/100 以上 

・方位、敷地境界線、地形及び標高 

・行為の場所及び付近の土地利用の現況 

・行為の場所に接する道路の位置及び幅員 

・現況写真の撮影の位置及び方向 

配置図 1/100 以上 

・方位、敷地境界線、地形及び標高 

・行為後の、のり面及び擁壁その他の構造物の位置、種

類並びに規模 

・行為中おける採取地が周囲から目立たない措置の位置、

種類、構造、規模及び色彩 

土地利用計画図 1/100 以上 ・方位、行為後の土地利用計画及び緑化計画 

断面図 1/100 以上 
・行為の前後における地盤面及び擁壁その他の構造物の

位置 

現況写真  ・行為の場所及び付近の現況カラー写真(2方向以上) 

ﾁｪｯｸｼｰﾄ  ・景観に配慮工夫した点を記入 

添付図書 
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行為の種類 
添 付 図 書 

種 類 縮 尺 明 示 次 項 

開発行為 

又は 

土地の形質の

変更 

位置図 1/2,500以上 ・方位、道路、目標となる地物及び行為の位置 

現況図 1/100 以上 

・方位、敷地境界線、地形及び標高 

・行為の場所及び付近の土地利用の現況 

・行為の場所に接する道路の位置及び幅員 

・現況写真の撮影の位置及び方向 

配置図 1/100 以上 

・方位、敷地境界線、地形及び標高 

・行為後の、のり面及び擁壁その他の構造物の位置、種

類並びに規模 

土地利用計画図 1/100 以上 ・方位、行為後の土地利用計画及び緑化計画 

断面図 1/100 以上 
・行為の前後における地盤面及び擁壁その他の構造物の

位置 

現況写真  ・行為の場所及び付近の現況カラー写真(2方向以上) 

ﾁｪｯｸｼｰﾄ  ・景観に配慮工夫した点を記入 

屋外における

土石、廃棄物、

再生資源その

他の物件の堆

積 

位置図 1/2,500以上 ・方位、道路、目標となる地物及び行為の位置 

配置図 1/100 以上 

・方位、敷地境界線、地形及び標高 

・物品の集積又は貯蔵の位置、面積及び高さ、種類 

・塀等の位置、種類、構造及び規模 

・緑化等の位置、樹種及び面積 

・行為の場所に接する道路の位置及び幅員 

・現況写真の撮影の位置及び方向 

断面図 1/100 以上 

・集積され、又は貯蔵された物品の形状 

・集積され、又は貯蔵された物品と塀等の位置 

・塀等の種類、形状及び色彩 

現況写真  ・行為の場所及び付近の現況カラー写真(2方向以上) 

ﾁｪｯｸｼｰﾄ  ・景観に配慮工夫した点を記入 

備考 １ この表により色彩を記載するときは、日本工業規格に従い、色相、明度及び彩度を記載す

るなど、色調について詳しく記載するものとする。 

２ 他の法令により、別に許可、認可、確認等の申請を要する行為で、添付すべき図書等が定

められているものについては、この表に掲げてある図書に準じるものをもって、これに代

えることができる。 
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第５号様式(第４条関係) 

景観計画区域内における行為届出書 

 

  年  月  日 

 

四日市市長 

 

住 所          

届出者 氏 名        印 

電 話          
(法人その他の団体にあっては、主たる事務所 

の所在地、名称及び代表者の氏名) 

 

四日市市景観条例施行規則第４条第１項の規定により、関係図書を添付して、次のとおり届け出ます。 

行為の場所 
四日市市 
 □市街化区域(用途地域：      ) □市街化調整区域  □その他 

行
為
の
種
類 

 建築物 
  □新築 
  □増築 
  □改築 
  □移転 
  外観を変更する 
  □修繕 
  □模様替え 
  □色彩変更 

用  途  敷地面積 ㎡ 

 届出部分 既存部分 合計 

建築面積 ㎡ ㎡ ㎡ 

延べ面積 ㎡ ㎡ ㎡ 

高  さ ｍ ｍ ──── 

外観変更 
面  積 ㎡ ──── ──── 

 工作物 
  □新設 
  □増築 
  □改築 
  □移転 
  外観を変更する 
  □修繕 
  □模様替え 
  □色彩変更 

種  類  敷地面積 ㎡ 

 届出部分 既存部分 合計 

築造面積 ㎡ ㎡ ㎡ 

高  さ 
長  さ 

ｍ 
ｍ 

ｍ 
ｍ 

────ｍ 
ｍ 

外観変更 
面  積 ㎡ ──── ──── 

□開発行為 
(許可を受けないもの) 

□土石の採取 
 又は鉱物の掘採 
□土地の形質の変更 

 届出部分 既存部分 合計 

面  積 ㎡ ㎡ ㎡ 

のり面又は擁壁 
高さ   ｍ 
長さ   ｍ 

高さ   ｍ 
長さ   ｍ 

高さ   ｍ 
長さ   ｍ 

種  類  

□屋外における土石、 
 廃棄物、再生資源 
 その他の物件の堆積 

 届出部分 既存部分 合計 

面  積 ㎡ ㎡ ㎡ 

高  さ ｍ ｍ ──── 

種  類  

行為の期間 着手予定日 年 月 日 完了予定日 年 月 日 

設 計 者 

(代理者) 

住所 電話 

名称 担当 

施 工 者 
住所 電話 

名称 担当 
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行
為
の
内
容 

建築物 

 届出部分 既存部分 

仕上げ 

材 料 

屋 根   

外 壁   

色 彩 
屋 根   

外 壁   

 届出部分 既存部分 合計 

緑化・植栽面積 ㎡(  %) ㎡(  %) ㎡(  %) 

樹 種   ──── 

建 ぺ い 率 
容 積 率 

% 
% 

% 
% 

──── 

住 戸 数 
駐 車 台 数 

戸 
台 

戸 
台 

戸 
台 

構 造   ──── 

階 数 
地上  階 
地下  階 

地上  階 
地下  階 

地上  階 
地下  階 

工作物 

 届出部分 既存部分 

構 造   

仕上げ材料   

色 彩   

建築物 
工作物 
共通 
(該当するもの
を○で囲んでく
ださい。) 

附 属 設 備 
 高架水槽・冷却塔・排気塔・ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ機室・ｱﾝﾃﾅ･屋外階段・ﾊﾞﾙｺﾆｰ 
 その他(                         ) 

外 構 
 塀・柵・フェンス・門・駐車場・舗装 
 その他(                         ) 

附属建築物 
 自動車車庫・駐輪場・ごみ置場 
 その他(                         ) 

開発行為 
土石の採取
又は鉱物の
掘採 
土地の形質
の変更 

 届出部分 既存部分 合計 

のり面・擁壁の素材   ──── 

のり面の勾配 % % ──── 

緑化・植栽面積 ㎡(  %) ㎡(  %) ㎡(  %) 

樹  種   ──── 

屋外におけ
る土石、廃
棄物、再生
資源その他
の物件の堆
積 

 届出部分 既存部分 合計 

塀等の高さ ｍ ｍ ──── 

塀等の色彩   ──── 

緑化・植栽面積 ㎡(  %) ㎡(  %) ㎡(  %) 

樹  種   ──── 

敷地境界からの距離 ｍ ｍ ──── 

その他の 

参考事項 

 

処理欄(以下の欄には記入しないでください。) 

受付 適 合 通 知 
第   号 
年 月 日 

整理番号 

指   導 
第   号 
年 月 日 

整理番号 

勧   告 
第   号 
年 月 日 

整理番号 

命   令 
第   号 
年 月 日 

整理番号 

 



 様式― 5

(注意事項) 

  １  届出書の提出を届出者以外(代理者)が行う場合は､委任状を添付してください。 

  ２  提出部数は、２部とします。 

 

(記入事項) 

  １  必要に応じて、□にレ印を付けてください。 

  ２  仕上げ材料欄には、表面仕上げの材料名を詳しく記入して下さい。 

  ３  色彩欄については、日本工業規格に従い、色相、明度及び彩度を記載するなど、色調について

詳しく記入して下さい。 

  ４  工作物の高さは、単独の工作物にあっては当該工作物の高さを、建築物と一体となって設置さ

れるものにあっては当該工作物の上端までの高さを記入して下さい。 

  ５  その他の参考事項欄には、この届出に係る行為が他の法令により行政庁の許認可を要する行為

にはその旨を記入するなど、参考となる事項を記入して下さい。 

  ６  この届出書には、行為の種類に応じて、別表１に掲げる図書のうち必要なものを添付して下さ

い。 



 様式― 6

第６号様式(第４条関係) 

 

景観計画区域内における行為変更届出書 

 

  年  月  日 

 

四日市市長 

 

住 所          

届出者 氏 名        印 

電 話          
(法人その他の団体にあっては、主たる事務所 

の所在地、名称及び代表者の氏名) 

 

四日市市景観条例施行規則第４条第１項の規定により、関係図書を添付して、次のとおり届け出ます。 

行為の場所 
四日市市 
 □市街化区域(用途地域：      ) □市街化調整区域  □その他 

行
為
の
種
類 

 建築物 
  □新築 
  □増築 
  □改築 
  □移転 
  外観を変更する 
  □修繕 
  □模様替え 
  □色彩変更 

 変更前 変更後 

用  途   

敷地面積 ㎡ ㎡ 

建築面積 ㎡ ㎡ 

延べ面積 ㎡ ㎡ 

高  さ ｍ ｍ 

外観変更 
面  積 ㎡ ㎡ 

 工作物 
  □新設 
  □増築 
  □改築 
  □移転 
  外観を変更する 
  □修繕 
  □模様替え 
  □色彩変更 

種  類   

敷地面積 ㎡ ㎡ 

築造面積 ㎡ ㎡ 

高  さ 
長  さ 

ｍ 
ｍ 

ｍ 
ｍ 

外観変更 
面  積 ㎡ ㎡ 

□開発行為 
(許可を受けないもの) 

□土石の採取 
 又は鉱物の掘採 
□土地の形質の変更 

面  積 ㎡ ㎡ 

のり面 
又は擁壁 

高さ  ｍ 
長さ  ｍ 

高さ  ｍ 
長さ  ｍ 

種  類   

□屋外における土石、 
 廃棄物、再生資源 
 その他の物件の堆積 

面  積 ㎡ ㎡ 

高  さ ｍ ｍ 

種  類   

行為の期間 着手予定日 年 月 日 完了予定日 年 月 日 

設 計 者 

(代理者) 

住所 電話 

名称 担当 

施 工 者 
住所 電話 

名称 担当 
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行
為
の
内
容 

建築物 

 変更前 変更後 

仕上げ 

材 料 

屋 根   

外 壁   

色 彩 
屋 根   

外 壁   

緑化・植栽面積 ㎡(  %) ㎡(  %) 

樹 種   

建 ぺ い 率 
容 積 率 

% 
% 

% 
% 

住 戸 数 
駐 車 台 数 

戸 
台 

戸 
台 

構 造   

階 数 
地上 階 
地下 階 

地上 階 
地下 階 

工作物 

構 造   

仕上げ材料   

色 彩   

建築物 
工作物 
共通 
(該当するもの

を○で囲んで

ください。) 

附 属 設 備 
 高架水槽・冷却塔・排気塔・ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ機室・ｱﾝﾃﾅ･屋外階段・ﾊﾞﾙｺﾆｰ 
 その他(                         ) 

外 構 
 塀・柵・フェンス・門・駐車場・舗装 
 その他(                         ) 

附属建築物 
 自動車車庫・駐輪場・ごみ置場 
 その他(                         ) 

開発行為 
土石の採取
又は鉱物の
掘採 
土地の形質
の変更 

 変更前 変更後 

のり面・擁壁の素材   

のり面の勾配 % % 

緑化・植栽面積 ㎡(  %) ㎡(  %) 

樹  種   

屋外におけ
る土石、廃
棄物、再生
資源その他
の物件の堆
積 

塀等の高さ ｍ ｍ 

塀等の色彩   

緑化・植栽面積 ㎡(  %) ㎡(  %) 

樹  種   

敷地境界からの距離 ｍ ｍ 

その他の 

参考事項 

 

 

処理欄(以下の欄には記入しないでください。) 

受付 
適 合 通 知 
第   号 
年 月 日 

整理番号 

指   導 
第   号 
年 月 日 

整理番号 

勧   告 
第   号 
年 月 日 

整理番号 

命   令 
第   号 
年 月 日 

整理番号 
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(注意事項) 

  １  届出書の提出を届出者以外(代理者)が行う場合は､委任状を添付してください。 

  ２  提出部数は、２部とします。 

 

記入事項) 

  １  必要に応じて、□にレ印を付けてください。 

  ２  変更後欄は、変更した事項のみ記入してください。 

  ３  仕上げ材料欄には、表面仕上げの材料名を詳しく記入して下さい。 

  ４  色彩欄については、日本工業規格に従い、色相、明度及び彩度を記載するなど、色調について

詳しく記入して下さい。 

  ５  工作物の高さは、単独の工作物にあっては当該工作物の高さを、建築物と一体となって設置さ

れるものにあっては当該工作物の上端までの高さを記入して下さい。 

  ６  その他の参考事項欄には、この届出に係る行為が他の法令により行政庁の許認可を要する行為

にはその旨を記入するなど、参考となる事項を記入して下さい。 

  ７  この届出書には、行為の種類に応じて、別表１に掲げる図書のうち必要なものを添付して下さ

い。 
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第７号様式(第５条関係) 

景観計画区域内における行為通知書 

 

  年  月  日 

 

四日市市長 

 

通知提出者 氏 名        印 

(担当部署)         

(担 当 者)         

(電話番号)         

 

四日市市景観条例施行規則第５条の規定により、関係図書を添付して、次のとおり通知します。 

行為の場所 
四日市市 
 □市街化区域(用途地域：      ) □市街化調整区域  □その他 

行
為
の
種
類 

 建築物 
  □新築 
  □増築 
  □改築 
  □移転 
  外観を変更する 
  □修繕 
  □模様替え 
  □色彩変更 

用  途  敷地面積 ㎡ 

 届出部分 既存部分 合計 

建築面積 ㎡ ㎡ ㎡ 

延べ面積 ㎡ ㎡ ㎡ 

高  さ ｍ ｍ ──── 

外観変更 
面  積 ㎡ ──── ──── 

 工作物 
  □新設 
  □増築 
  □改築 
  □移転 
  外観を変更する 
  □修繕 
  □模様替え 
  □色彩変更 

種  類  敷地面積 ㎡ 

 届出部分 既存部分 合計 

築造面積 ㎡ ㎡ ㎡ 

高  さ 
長  さ 

ｍ 
ｍ 

ｍ 
ｍ 

────ｍ 
ｍ 

外観変更 
面  積 ㎡ ──── ──── 

□開発行為 
(許可を受けないもの) 

□土石の採取 
 又は鉱物の掘採 
□土地の形質の変更 

 届出部分 既存部分 合計 

面  積 ㎡ ㎡ ㎡ 

のり面又は擁壁 
高さ   ｍ 
長さ   ｍ 

高さ   ｍ 
長さ   ｍ 

高さ   ｍ 
長さ   ｍ 

種  類  

□屋外における土石、 
 廃棄物、再生資源 
 その他の物件の堆積 

 届出部分 既存部分 合計 

面  積 ㎡ ㎡ ㎡ 

高  さ ｍ ｍ ──── 

種  類  

行為の期間 着手予定日 年 月 日 完了予定日 年 月 日 

設 計 者 

(代理者) 

住所 電話 

名称 担当 

施 工 者 
住所 電話 

名称 担当 



 様式― 10

行
為
の
内
容 

建築物 

 届出部分 既存部分 

仕上げ 

材 料 

屋 根   

外 壁   

色 彩 
屋 根   

外 壁   

 届出部分 既存部分 合計 

緑化・植栽面積 ㎡(  %) ㎡(  %) ㎡(  %) 

樹 種   ──── 

建 ぺ い 率 
容 積 率 

% 
% 

% 
% 

──── 

住 戸 数 
駐 車 台 数 

戸 
台 

戸 
台 

戸 
台 

構 造   ──── 

階 数 
地上  階 
地下  階 

地上  階 
地下  階 

地上  階 
地下  階 

工作物 

 届出部分 既存部分 

構 造   

仕上げ材料   

色 彩   

建築物 
工作物 
共通 
(該当するもの
を○で囲んでく
ださい。) 

附 属 設 備 
 高架水槽・冷却塔・排気塔・ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ機室・ｱﾝﾃﾅ･屋外階段・ﾊﾞﾙｺﾆｰ 
 その他(                         ) 

外 構 
 塀・柵・フェンス・門・駐車場・舗装 
 その他(                         ) 

附属建築物 
 自動車車庫・駐輪場・ごみ置場 
 その他(                         ) 

開発行為 
土石の採取
又は鉱物の
掘採 
土地の形質
の変更 

 届出部分 既存部分 合計 

のり面・擁壁の素材   ──── 

のり面の勾配 % % ──── 

緑化・植栽面積 ㎡(  %) ㎡(  %) ㎡(  %) 

樹  種   ──── 

屋外におけ
る土石、廃
棄物、再生
資源その他
の物件の堆
積 

 届出部分 既存部分 合計 

塀等の高さ ｍ ｍ ──── 

塀等の色彩   ──── 

緑化・植栽面積 ㎡(  %) ㎡(  %) ㎡(  %) 

樹  種   ──── 

敷地境界からの距離 ｍ ｍ ──── 

その他の 

参考事項 

 

処理欄(以下の欄には記入しないでください。) 

受付 (事務処理欄) 
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(注意事項) 

  １  届出書の提出を届出者以外(代理者)が行う場合は､委任状を添付してください。 

  ２  提出部数は、２部とします。 

 

(記入事項) 

  １  必要に応じて、□にレ印を付けてください。 

  ２  仕上げ材料欄には、表面仕上げの材料名を詳しく記入して下さい。 

  ３  色彩欄については、日本工業規格に従い、色相、明度及び彩度を記載するなど、色調について

詳しく記入して下さい。 

  ４  工作物の高さは、単独の工作物にあっては当該工作物の高さを、建築物と一体となって設置さ

れるものにあっては当該工作物の上端までの高さを記入して下さい。 

  ５  その他の参考事項欄には、この届出に係る行為が他の法令により行政庁の許認可を要する行為

にはその旨を記入するなど、参考となる事項を記入して下さい。 

  ６  この届出書には、行為の種類に応じて、別表１に掲げる図書のうち必要なものを添付して下さ

い。 
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第１２号様式(第７条関係) 

 

実施状況報告書 

 

  年  月  日 

 

四日市市長 

 

住 所          

行為者 氏 名        印 

電 話          
(法人その他の団体にあっては、主たる事務所 

の所在地、名称及び代表者の氏名) 

 

 四日市市景観条例施行規則第７条第２項の規定により、行為命令を受けた後の実施状況を下記のとおり

報告します。 

行 為 の 場 所 四日市市 

行 為 の 種 類  

命 令 の 日 年 月 日 

命 令 の 内 容  

措置の実施状況  

(事 務 処 理 欄 )  
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第１３号様式(第８条関係) 

 

行為者変更届 

 

  年  月  日 

 

四日市市長 

 

住 所          

行為者 氏 名        印 

電 話          
(法人その他の団体にあっては、主たる事務所 

の所在地、名称及び代表者の氏名) 

 

四日市市景観条例施行規則第８条の規定により、下記のとおり報告します。 

行 為 の 場 所 四日市市 

行 為 の 種 類  

行 為 届 出 日 年  月  日 

行為者 

変更前 
住所  

氏名 
(名称) 

 電話 

変更後 
住所  

氏名 
(名称) 

 電話  

変 更 理 由  

(事 務 処 理 欄 )  
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第１４号様式(第９条関係) 

 

景観計画区域内における行為中止届 

 

  年  月  日 

 

四日市市長 

 

住 所          

行為者 氏 名        印 

電 話          
(法人その他の団体にあっては、主たる事務所 

の所在地、名称及び代表者の氏名) 

 

四日市市景観条例施行規則第９条の規定により、下記のとおり報告します。 

行 為 の 場 所 四日市市 

行 為 の 種 類  

行 為 届 出 日 年  月  日 

適 合 通 知 日 年  月  日 

行 為 着 手 日 年  月  日 

行 為 中 止 日 年  月  日 

(事 務 処 理 欄 )  
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第１５号様式(第１０条関係) 

 

景観計画区域内における行為完了届 

 

  年  月  日 

 

四日市市長 

 

住 所          

行為者 氏 名        印 

電 話          
(法人その他の団体にあっては、主たる事務所 

の所在地、名称及び代表者の氏名) 

 

四日市市景観条例施行規則第１０条の規定により、下記のとおり報告します。 

行 為 の 場 所 四日市市 

行 為 の 種 類  

行 為 届 出 日 年  月  日 

適 合 通 知 日 年  月  日 

行 為 着 手 日 年  月  日 

行 為 完 了 日 年  月  日 

添 付 資 料 行為完了時点の現場写真 

(事 務 処 理 欄 )  
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景 観 チ ェ ッ ク シ ー ト 

行為の場所  四日市市 

行為の種類  建築物□新築□増築□改築□移転 外観を変更する□修繕□模様替え□色彩変更 

 

項 目 景観形成の基準 具体的な配慮事項を記入 ﾁｪｯｸ 

敷地 

配置 

○ まちなみの連続性に配慮した建物

の配置とする。 

 

 

 

  

 

 

○ 周囲の良好な景観の保全に配慮し

た建物の配置とする。 

 

 

 

  

 

 

○ 道路との境界線からできる限り後

退させた配置とする。 

 

 

 

  

 

形態 ○ 建物の形態は、全体として違和感

のないまとまりある形態とし、周

囲の建物や景観と調和させる。 

 

 

  

 

 

○ 高層又は長大な壁面となる場合に

は、壁面の分節化（素材や形態の

分割）などにより、圧迫感や威圧

感を軽減する。 

 

  

 

 

○ 優れた景観の眺望点となる場所の

周辺では、その眺望を妨げない形

態に努める。 

 

 

  

 

 

○ 交差点やアイストップとなる場所

では、まちのシンボル、ランドマ

ークの演出に努める。 

 

 

  

 

 

○ 海や河川などに面する場所では、

水辺空間との一体感を持たせるよ

うにする。 
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項 目 景観形成の基準 具体的な配慮事項を記入 ﾁｪｯｸ 

意匠 ○ 周辺景観やまちなみと調和し、ま

た建物全体が調和した意匠とす

る。 

 

 

  

 

 

○ 規模の大きな建物は、屋根、壁面、

開口部等の意匠を工夫し、歩行者

への威圧感や圧迫感を軽減する。 

 

 

  

 

色彩 ○ 基調となる色は、周囲の自然やま

ちなみの色調と調和したものと

し、色彩の対比及び調和の効果に

十分配慮する。 

  

 

色彩制限表 

使用する色相 彩 度 

Ｒの場合 ４以下 

ＹＲ及びＹの場合 ６以下 

上記以外

(GY,G,BG,B,PB,P,RP)の場合 
２以下 

注）マンセル表色法系による彩度 

※次の場合はこの限りではありません。 

・着色していない素材の色彩、工作物で

法令上の制限がある場合 

・各表面積の２０％までの範囲で使用さ

れるアクセントカラーの場合 

素材 

材料 

○ 周囲の景観と調和し、また長期に

わたって良好な景観が維持できる

耐久性、耐候性、維持管理に優れ

た材料を使用する。 

 

  

 

 

○ 道路から見える建物の側壁につい

て、建物正面と調和させる。 

 

 

 

  

 

屋根 

建物上部 

○ 屋根の形態は、調和のとれたスカ

イライン（建築物の輪郭線）やま

ちなみの形成に配慮する。 

 

 

  

 

 

○ 屋上の工作物や塔屋（屋上部の階

段室、機械室）などは、建物本体

と一体感のあるデザインとする。 
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項 目 景観形成の基準 具体的な配慮事項を記入 ﾁｪｯｸ 

屋外階段 

ﾊﾞﾙｺﾆｰ等 

○ 屋外階段、バルコニー等は、建物

本体との一体感や調和、道路等の

公共空間からの眺望に考慮したデ

ザインとする。 

 

  

 

附帯設備 ○ 外壁面の設備配管や配線、屋上の

設備機器等は、道路等の公共空間

からなるべく見えないようにし、やむ

を得ない場合は、色彩を揃えるなど

建物本体と調和させる。 

  

 

外構 ○ 生垣、柵、塀、門等を設ける場合

は、沿道としての一体感や連続性、

周囲の景観との調和に配慮する。 

 

  

 

 

○ 駐車場・駐輪場の出入口は、通り

の連続性や人の動線との共存に配

慮した配置とし、修景・緑化など

により周囲の景観と調和させる。 

  

 

 

○ 建物周辺の緑化を充実させ、圧迫

感や威圧感の軽減と通りからの景

観の向上に努める。 

 

 

  

 

 

○ 緑化にあたっては、周囲の景観や

地域の特性を考慮して樹種を選定

する。 

 

 

  

 

 

○ 海や河川などに面する場所では、

海、河川側へのオープンスペース

の確保と緑化、海や河川からの眺

望に配慮する。 

 

  

 

夜間の景観 ○ 夜景の演出に役立つものについて

は、ライトアップや効果的な照明

を行い、夜の景観やにぎわいの演

出に配慮する。 
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景 観 チ ェ ッ ク シ ー ト 

行為の場所  四日市市 

行為の種類  工作物□新設□増築□改築□移転 外観を変更する□修繕□模様替え□色彩変更 

 

項 目 景観形成の基準 具体的な配慮事項 ﾁｪｯｸ 

共通事項 ○ 基調となる色は、周囲の自然やま

ちなみの色調と調和したものと

し、色彩の対比及び調和の効果に

十分配慮する。 

  

 

  

色彩制限表  

 

使用する色相 彩 度 

Rの場合 ４以下 

YR及び Yの場合 ６以下 

上記以外

(GY,G,BG,B,PB,P,RP)の場合 
２以下 

注）マンセル表色法系による彩度 

※次の場合はこの限りではありません。 

・着色していない素材の色彩、工作物で

法令上の制限がある場合 

・各表面積の２０％までの範囲で使用さ

れるアクセントカラーの場合 

  

 

 

 

○ 道路との境界線からできる限り後

退させた配置とし、周辺をできる

限り緑化する。 

 

 

  

 

 

○ 高層又は長大な壁面となる場合に

は、壁面の分節化（素材や形態の

分割）などにより、圧迫感や威圧

感を軽減する。 

 

  

 

 

○ 優れた景観の眺望点となる場所の

周辺では、その眺望を妨げない形

態に努める。 

 

 

  

 

 

○ 交差点やアイストップとなる場所

では、まちのシンボル、ランドマ

ークの演出に努める。 

 

 

  

 

 

○ 海や河川などに面する場所では、

水辺空間との一体感を持たせるよ

うにし、海、河川側へのオープン

スペースの確保と緑化、海や河川

からの眺望に配慮する。 

  

 

 

○ 夜景の演出に役立つものについて

は、ライトアップや効果的な照明

を行い、夜の景観やにぎわいの演

出に配慮する。 
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項 目 景観形成の基準 具体的な配慮事項 ﾁｪｯｸ 

擁壁 

のり面 

○ できる限り規模を抑え、緩やかな

勾配とする。 

 

 

 

  

 

 

○ 周囲と調和した形態、材料を採用

し、樹木や花等により修景する。 

 

 

 

  

 

高架道路 

高架鉄道等 

○ 軽快で落ち着いた印象を与える形

態・意匠とする。 

 

 

  

 

 

○ 高架下では、魅力的な空間となる

ように用途やデザインを工夫す

る。 

 

 

  

 

橋梁等 ○ 周囲から眺めたときと橋を渡ると

きの景観の両方に配慮したデザイ

ンとする。 

 

 

  

 

煙突等 ○ 高い煙突等は、広い範囲からの見

え方に配慮して、周囲になじむ形

態・意匠とする。 

 

 

  

 

立体駐車場 ○ 駐車場の出入口は、通りの連続性、

人の動線との共存に配慮して配置

する。 

 

 

  

 

太陽光発電

施設 

○ 丘陵部に設置する場合はそのシル

エットを乱さないよう配置する。 

 

 

 

 

○ 屋根に設置する場合は、突き出し

や高さを抑えるなど目立たないよ

うなデザインとする。 

 

 

○ 太陽電池モジュールの色彩は黒、

濃紺を基本とし光沢や反射が少な

く模様が目立たないものとし、パ

ワーコンディショナー、分電盤、

フェンス等はダークブラウンを基

本とし、背景の状況に応じた目立

たない色彩とする。 
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景 観 チ ェ ッ ク シ ー ト 

行為の場所  四日市市 

行為の種類 
 □開発行為 □土石の採取又は鉱物の掘採 □土地の形質の変更 
 □屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の堆積 

   

項 目 景観形成の基準 具体的な配慮事項 ﾁｪｯｸ 

土石の採取

又は 

鉱物の掘採 

○ 採取地が周囲から目立たないよ

う、採取位置及び方法を工夫する

とともに、敷地周辺の既存樹木の

保全に努める。 

 

  

 

 

○ 採取後は、既存又は周囲の植生と

調和した緑化を行い、自然環境及

び景観の復元に努める。 

 

 

  

 

 

○ のり面は、できる限りゆるやかな

勾配とし、緑化や素材の工夫など

により、周囲の景観になじむよう

にする。 

 

  

 

開発行為 

又は 

土地の形質

の変更 

○ 既存の地形・樹木など自然条件を

活かし、長大なのり面又は擁壁が

生じない計画とする。 

 

 

  

 

 

○ 行為後は、既存又は周囲の植生と

調和した緑化を行い、自然環境及

び景観の復元に努める。 

 

 

  

 

 

○ のり面は、できる限りゆるやかな

勾配とし、緑化や素材の工夫など

により、周囲の景観になじむよう

にする。 

 

  

 

屋外におけ

る土石、廃

棄物、再生

資源、その

他の物件の

堆積 

○ 道路、公園等の公共の場所から目立

たないように、配置を工夫し、周囲の

景観との調和に配慮した植栽及び塀

等を設ける。塀や擁壁は、植栽より敷

地内側に設けるとともに、色彩、素

材、耐久性や開放性等に配慮する。 

  

 

 

○ 積み上げに際しては、高さをでき

る限り低くするとともに、外から

見られることを意識して、整然と

した集積又は貯蔵とする。 
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委 任 状 

 

 

私は都合により、                      を代理人と定め、 

下記に関する手続を委任いたします。 

 

記 

 

【委任事項】 

１ 四日市市景観条例に基づく景観計画区域内における行為届出に係る手続、訂正 

その他に関する一切の手続 

２ 四日市市景観条例に基づく景観計画区域内における行為完了届出に係る手続、 

訂正その他に関する一切の手続 

３ 四日市市景観条例に基づく景観計画区域内における行為変更届出に係る手続、 

訂正その他に関する一切の手続 

４ その他(                                ) 

 

以上 

 

※委任事項については、該当項目を選択のうえ、その番号を○で囲んでください。 

 

 

平成  年  月  日 

住所 

委任者 氏名        印 

電話 

 

参考様式 


